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放
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大
学
平
成
１６
年
度
第

１
学
期
学
部
生
・
大
学
院

修
士
科
目
生
学
生
募
集

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
正
規
の

大
学
で
す
。
入
学
試
験
は
あ
り
ま

せ
ん
。
誰
で
も
１８
歳
以
上
で
あ
れ

ば
大
学
院
修
士
科
目
生
と
し
て
、

１５
歳
以
上
で
あ
れ
ば
教
養
学
部
生

と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

募
集
学
生

〈
教
養
学
部
〉

全
科
履
修
生

（
４
年
以
上
在
学
し
、「
学
士（
教

養
）」
の
学
位
の
取
得
を
め
ざ

す
学
生
）

選
科
履
修
生

（
１
年
間
在
学
す
る
学
生
）

科
目
履
修
生

（
６
か
月
間
在
学
す
る
学
生
）

〈
大
学
院
生
〉

修
士
科
目
生

（
６
か
月
間
在
学
し
、
自
分
の

学
習
・
研
究
し
た
い
科
目
を

選
択
し
て
、
１
科
目
か
ら
履

修
す
る
学
生
）

出
願
受
付

２
月
２９
日
（
日
）
ま
で

授
業
視
聴

ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
Ｔ
Ｖ
！

（
テ
レ
ビ
２
０
５
ｃ
ｈ
・
ラ
ジ
オ

５
０
０
ｃ
ｈ
）
及
び
一
部
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
局
で
視
聴
で
き
ま
す
。

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
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学
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セ
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タ
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県
営
住
宅
補
欠
入
居
者

及
び
石
井
団
地
新
築
入

居
者
募
集

受
付
期
間

２
月
２
日
（
月
）
〜
１０
日
（
火
）

８
時
３０
分
〜
１７
時

受
付
場
所

�

城
北
・
城
西
地
区
、
城
東

地
区
、
城
南
地
区

松
山
市
北
持
田
町
１
３
２

松
山
地
方
局
建
設
部
建
築
指
導

課
県
営
住
宅
係

�
９
４
１
―
１
１
１
１

（
内
線
４
４
３
）

�

伊
予
地
区

伊
予
市
米
湊
２
６
９

松
山
地
方
局
伊
予
土
木
事
務
所

用
地
管
理
課

�
９
８
２
―
１
２
０
５

抽
選
日

３
月
１
日
（
月
）
１０
時
〜

※
伊
予
地
区

１３
時
３０
分
〜

募
集
団
地

そ
の
他

石
井
団
地
の
新
築
入
居
者
の
募
集

住
宅
の
タ
イ
プ

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
２
Ｄ
Ｋ
、

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
車
椅
子
用
住
宅

募
集
戸
数

１１
戸
程
度

大
地
震
に
よ
る
直
接
的
な

被
害
は
揺
れ
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
家
具
の
転
倒
や
建

物
の
倒
壊
、
地
す
べ
り
、
が

け
崩
れ
、
地
震
火
災
や
液
状

化
現
象
な
ど
、
様
々
な
被
害

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

そ
し
て
、
西
側
が
す
べ
て

海
に
面
す
る
松
前
町
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
す
可
能
性

が
高
い
の
が
津
波
で
し
ょ
う
。

地
震
の
震
源
が
海
底
下
で

あ
る
場
合
、
海
水
も
揺
れ
ま

す
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
伝

わ
り
、
津
波
と
な
り
ま
す
。

津
波
の
伝
わ
り
は
外
洋
で
は

ゆ
っ
た
り
と
し
た
波
長
で
す

が
、
速
度
は
速
く
、
水
深
４

千
メ
ー
ト
ル
で
時
速
約
７
百

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
ま

す
。水

深
が
浅
く
な
る
に
つ
れ

て
遅
く
な
り
、
水
深
２
百
メ
ー

ト
ル
で
は
時
速
約
１
６
０
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
水
深
１０
メ
ー

ト
ル
で
は
時
速
約
３６
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
と
な
り
ま
す
が
、
水
深

が
浅
く
、
速
度
が
遅
く
な
る

と
津
波
の
先
端
に
ブ
レ
ー
キ

が
か
か
り
、
後
続
の
波
が
乗

り
上
げ
る
よ
う
な
形
と
な
っ

て
波
高
が
高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
狭
い
湾
内
に
侵
入

す
る
と
、
左
右
か
ら
圧
縮
さ

れ
る
よ
う
な
形
に
な
り
、
さ

ら
に
波
高
は
上
昇
し
ま
す
。

な
お
、
津
波
は
一
波
、
二

波
、
三
波
と
繰
返
し
来
襲
し

ま
す
の
で
、
地
震
発
生
後
、

少
な
く
と
も
１２
時
間
は
警
戒

が
必
要
で
し
ょ
う
。

恐
ろ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

持
っ
た
津
波
の
対
処
方
法
は
、

と
に
か
く
「
高
い
と
こ
ろ
に

逃
げ
る
」
と
い
う
こ
と
し
か

な
い
の
で
す
。

〈
消
防
署
〉

「
津
波
」
の
恐
怖

Information

防
災
一
口
メ
モ

大
地
震
�

団 地 名

梅津寺・鹿峰・中須賀・潮見

吟松・久米・三町・溝辺・牛渕・天神梅本

西石井・和泉・森松・砥部・石井（一部新築）

伊予・伊予第二

地 区 名

城北・城西地区

城東地区

城南地区

伊予地区
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